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黄砂は視程悪化や農作物への被害、健康影響などの直接的影響以外に、

太陽光の散乱や吸収、雲の特性の変化などを通じて気候へも影響を及ぼす。

このような物理的な特性以外に、黄砂は長距離輸送途上で化学的に変質をし、

黄砂中の元素は様々な化学変化を受け、その結果黄砂の環境への影響が変

化する。ここでは、中国西部タクラマカン砂漠そばのアクスから中国東部青島

およびつくばまで長距離輸送された黄砂中のカルシウム、鉄、イオウなどが受

ける化学変化を XAFS により追跡した例を示す（本要旨では Ca と Fe のみ記

述）。なお、XAFS の検出法として固体表面 50 nm 程度の範囲に敏感な電子収

量法（CEY 法）とバルク分析である蛍光法（FL 法）の２つの方法を併用した。 

Ca については、砂塵現象が頻繁に起きる 3 月（2002 年）に得られた試料で

は、アクスでは Ca 化学種のうち 90%以上が方解石であるのに対し、黄砂が東

に運搬されると共に、青島などでは石コウの割合が多くなることが分かった。

またアクスの試料では、CEY 法と FL 法のいずれもが同様の結果を与え、砂漠

由来のカルサイト成分が化学変化を受けることなくアクスにもたらされることが

分かる。一方青島およびつくばでは、バルク分析である FL 法に比べて表面敏

感な CEY 法で石コウの割合が高くなり、大気中で硫酸と方解石が反応した結

果、黄砂粒子表面で石コウの割合が高くなったと推定された。また同様の傾

向は、人為的な SO2 の放出が多いとされる冬期（2002 年 1 月）で、より顕著に

見られた。これらの結果は、砂漠由来の方解石が、大気中の硫酸などの酸性

物質の中和剤として働いていることを示す。実際に、試料を回収したフィルタ

ーを水に浸した際の pH は、非黄砂期よりも黄砂期の試料で高くなっていた。 

Feについても同様の分析を行った。その結果、砂漠由来の鉄を含む粘土鉱

物（特に緑泥石）が、黄砂の長距離運搬過程で酸性物質と反応し、水酸化鉄

に変質することが分かった。北太平洋では、黄砂によって運搬される鉄により

植物プランクトンの生育が促進されると考えられている。しかし、その促進の

程度は黄砂中の鉄が溶存し易い化学種であるかどうかに左右される。実際に

中国西部と東アジア沿岸部で回収された黄砂試料を比較した場合、後者で

100 倍程度鉄が溶解し易いことが報告されている。本研究の結果は、主に人

為起源と考えられる酸性物質の影響により黄砂中の鉄化学種が変化して海

水への鉄の溶解度が高まり、その結果最終的に植物プランクトンの生育促進

とそれにより引き起こされる二酸化炭素の吸収をもたらす可能性があることを

示唆する。 
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